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Report on the 21th annual Congress of the European College of Sport Science (ECSS)
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Ⅰ．はじめに
　2016年7月6日～9日に，21th European College of Sport 
Science（以下，ECSS）が，オーストリアのウィーンで開
催された。ECSSはヨーロッパにおけるスポーツ科学に関
する国際的な学会であり，最新の研究成果の発表や研究
交流が可能である。今回は，全体で2,738名の参加者があり，
過去のECSSの歴史において２番目に多い参加者数であっ
た1）。
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１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
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　筆者らは北方圏生涯スポーツ研究センター（スポル）
の研究成果として当学会にて，研究発表を行った。本論
ではその概要について報告する。
Ⅱ．研究発表内容報告
１．Studies on improvement of physical fitness by 
morning exercise at elementary students2）
Takeda T. ,  Omiya S. ,  Mashiyama N. ,  Ishi i Y. , 
Yamamoto,K.
１）目的
　小学校における体力向上を目指した朝運動プログラム
の効果を検証することを目的とする。
２）方法
　小学１年生23人（男子10人，女子13人）を対象として，
「朝運動プログラム」を2015年に５月から12月まで33回，
実施した。１回の実施時間は25分であった。朝運動プロ
グラムは，体力向上と楽しさを目的として作成された。
体力要素の変化を検討するために，新体力テストのうち，
立ち幅跳び，握力，上体起こし，長座体前屈，20ｍシャ
トルランを実施した。比較には対応のあるｔ検定を実施
した（ｐ＜0.05）。また，プログラム終了後，生徒のプ
ログラムに関するアンケート調査を実施した。
３）結果
　男子10名に関しては，５月の平均値と比較して，12月
の平均値は全ての項目で向上した。しかし，統計上有意
な差はなかった（Table 1）。また，12月の平均値では，立
ち幅跳び，握力，長座体前屈，上体起こしの項目において，
小学校１年生男子の全国平均値より高い値となった。
　女子13名に関しては，握力，長座体前屈，反復横とび，
シャトルランの項目で，５月より12月の方が高い値と
なった。特に，シャトルランでは統計上有意な差があっ
た（Table 2）。
　12月の平均値と全国平均値では，立ち幅跳び，握力，
長座体前屈，上体起こし，反復横跳びの項目において，
小学校１年生女子の全国平均値より高い値となった。
　アンケート調査では，朝運動プログラムに対して，20
名が「大変楽しかった」，３名が「楽しかった」と回答し，
全員，肯定的にとらえていた。
４）考察
　体力テストの結果では有意差の生じた項目は女子の20
ｍシャトルランのみであった。しかし，12月の値におい
て全国平均を上回る種目が男子で４種目，女子で４種目
であったことは対象者の体力向上が見られたと考える。
また実施後のアンケートにおいても全員，実施前よりも
運動が好きになったと回答したことから朝運動プログラ
ムは一定の効果があったとみなす。今後は楽しみながら
Table 2　Results of the new ﬁ tness test, Females(n=13), national, A schiool, May and Dec.
Items tanding broad jump（ｍ）
power of grip
（kg）
ﬂ exibility
（cm）
sit ups
（回）
sidesteps
（回）
20m shuttle run
（回）
National M 106.3 8.5 28.1 11 26.6 15
SD 16.11 2.09 6.47 5.01 4.3 5.81
A school, May M 125.8 9.4 29.1 13.8 28.1 13.8
SD 16.02 2.06 10.41 4.53 3.15 1.01
A school, Dec. M 122.8 9.6 31.6 13.5 29 18.5
SD 14.2 2.6 7 5.6 3.1 8
t-test May vs Dec. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. ＊
 ns：no signiﬁ cant，*：p<0.05
Table 1　Results of the new ﬁ tness test, Males(n=10), national, A schiool, May and Dec.
Items tanding broad jump（ｍ）
power of grip
（kg）
ﬂ exibility
（cm）
sit ups
（回）
sidesteps
（回）
20m shuttle run
（回）
National M 114.2 9.2 25.7 11.6 27.2 18.9
SD 17.24 2.3 6.26 5.06 5.07 9.38
A school, May M 122.5 9.7 25.7 12.8 23 10.7
SD 24.8 2.4 8.7 4.2 9.8 4.5
A school, Dec. M 133.3 9.9 26.7 12.9 27 16
SD 19.3 1.3 4.7 2.4 2.6 8.5
t-test May vs Dec. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
 ns：no signiﬁ cant，*：p<0.05
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より効果的に体力向上ができるプログラムの開発を継続
して実施していきたい。
５）質疑
Ｑ１：日本においてナショナルレベルで統一した体力測
定が実施されているのか？またそれはすべての学年を対
象として実施するのか？
Ａ１：実施されている。全学年実施を目指しているが国
に報告するのは小学校５年生と中学校2年生を対象とし
ている。
Ｑ２：日本の子どもの体力レベルはどのようになってい
るのか？
Ａ２：年々減少傾向にあるため，数年前から体力向上の
取り組みを行っている。現在はやや回復傾向にあるが，
我々の住んでいる北海道では依然，全国レベルと比較す
ると低いレベルにある。我々はそれを回復するための取
り組みを行っている。
６）発表を終えて
　ECSSでは初めての発表であったが，学校体育や体力
向上に関する発表は少なかった。少人数とのディスカッ
ションであったが，自分の研究を見直し，国内外の研究
者と交流をすることができた。
２．Contribution of body segments to aerodynamic 
forces during takeoﬀ  in ski jumping3）
Yamamoto K., Takeda T., Tsubokura M., Baleriola S., 
Onishi K.
１）目的
　スキージャンプのテイクオフ局面では，選手は助走姿
勢から飛行姿勢へ移行する。選手の姿勢が短時間にダイ
ナミックに変化するため，選手が受ける空気力も大きく変
化すると考えられる。最適な飛行姿勢を形成するために，
選手はこの空気力に対応した姿勢変化が求められる1）。し
かし，踏切動作中の空力特性の定量化は困難であり，未
解決な問題である。本研究の目的は，数値流体解析（CFD：
computer ﬂ uid dynamics）を用いて，踏切動作中の空力
特性を定量化し，揚力獲得のための動作戦略を明らかに
することとした4－6）。
２）方法
　まず，コンピュータ上で，任意姿勢を形成できる人体
モデルを作成した。現役スキージャンパーの身体形状を，
３次元レーザースキャナを用いて計測した。右半身の形
状データを用いて，左右対称の身体形状を作成した。身
体を15体節に分割し，各関節に球形状を当てはめること
で，関節に可動性を与えた。次に，実動作中の踏切動作
を映像分析（矢状面）し，動作中の関節角度変化を計測
した（動作時間0.2秒）。対象の被験者は女性選手２名と
した（熟練者Jumper Aと非熟練者Jumper B）。関節角
度データから人体モデルの姿勢を形成し，コンピュータ
上で流体解析を行った。
　CFDの計算条件では，乱流モデルとしてLarge-eddy 
modelを用いた2）。壁面の影響を低減するため，計算領
域を幅11m，長さ24.2m，高さ13.2mとした。映像分析
時の助走速度を基に，気流の流入速度は83.6km/hとし
た。
３）結果
　抗力については，両選手ともに姿勢変化に伴って増加
する傾向が見られたが，Jumper Bの抗力はJumper A
よりも常に大きく，最大で２倍を超えた。離床直前の抗
力は，Jumper Aで60.7N，Jumper Bで94.7Nであった。
　揚力では初期姿勢においてJumper Bの値はJumper 
Aよりも大きかったが，動作の後半で最大値に達した後
に減少した。これに対しJumper Aでは，動作後半に揚
力が急増し，最終姿勢では，Jumper Bの揚力値を超えた。
この時，流れ場（渦度）の観察から，jumper Aの後流
には，両上肢で形成された左右対称の渦流れによって，
吹き降ろしの気流が発生していた。離床直前のJumper 
A, Bに作用する揚力はそれぞれ62.1N, 57.6Nであった。
この揚力発揮に最も寄与する体節は体幹（A: 63.8%, B: 
56.8%），次いで上肢（A: 31.5%, B: 32.5%）であった。
　この時，抗力発揮に最も寄与する体節は，体幹であり，
Jumper Aで40.1%，Jumper Bで60.1%に達していたが，
上肢の寄与は比較的小さく，それぞれ4.0%（A），9.4%（B）
にとどまった。
４）考察
　短時間の踏切動作中に，空力特性は劇的に変化してい
た。揚力に関しては，体幹と上肢の合計の寄与率は約
90％に達したことから，これらの体節の姿勢が空気力学
的に重要であることが示唆された。また，抗力に関する
寄与については，体幹の寄与率は大きいものの，上肢は
比較的小さいことは，興味深い結果と言える。これらの
結果は，上肢の姿勢が揚力の増加と抗力の抑制に影響が
あることを示唆している。
５）質疑
Ｑ：各セグメントが受ける空気力を揚力と抗力に分解し
てはどうか。それらが相互に干渉することはないか。
Ａ：示した結果は，揚力と抗力に分解している。揚力と
抗力は，互いに直交するため干渉し合うことはない。
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６）発表を終えて
　ECSSは，多分野の研究者が一同に会すため，自身の
専門分野であるバイオメカニクス以外のセッションにも
積極的に参加し，幅広くスポーツ科学に関する知識を得
ることができた。
３．INTRA-RATER RELIABILITIES OF ANKLE 
DORSIFLEXION STRENGTH EVALUATION USING 
THE ORIGINAL COSTUMED DEVICE IN WEIGHT 
BEARING POSITION7）
Yoshida M., Yoshida, M., Yamamoto K., Takeda T.
１）目的
　下肢のマルアライメントはスポーツ外傷の危険因子と
なるため，スクワットやジャンプ着地などの基本動作中
の姿勢を評価することは外傷予防の観点からも重要であ
る。一般的なスポーツ動作において，矢状面では下腿を
十分に前傾（足関節背屈）させ，膝関節および股関節が
屈曲したいわゆる構え姿勢が推奨される。適切な構え姿
勢を保持するためには，足関節の柔軟性に加え，背屈位
を保持する筋力が求められる。本研究では，構え姿勢と
同条件となる荷重位における足関節背屈筋力をカスタム
デバイスを用いて測定し，検者内再現性を検討すること
を目的とした。
２）方法
　下肢に現病および既往のない健常者18名を対象とし
た。被験者の測定肢位は椅子座位とし，足部をカスタム
デバイス上にのせ，内外反中間位，底背屈０度を保持さ
せた。足関節の背屈筋力測定には，簡易式筋力測定器
（Hand Held Dynamometer: HHD）を用いた。HHDは
カスタムデバイスに設置し，被験者の足背部に固定した。
被験者は，HHDに対して５秒間にわたり最大努力下で
足関節背屈（等尺性収縮）を行い，背屈筋力の最大値を
データとして採用した。測定は同一検者が両側各３回実
施し，検者内再現生を級内相関係数（ICC）を用いて評
価した。
３）結果
　背屈筋力は20.4±5.1kgf（右側20.7±5.7kgf / 左側 20.1
±4.4kgf）であった。級内相関係数は（ICC）は0.82（95%CI：
0.72-0.90）であり，高い再現生が認められた。
４）考察
　HHDを用いた筋力測定は簡便な方法であるが，測定
部位によっては関節を固定しなければ十分な再現性が得
られない。本研究の手法では，デバイスを固定すること
で足関節背屈筋力を高い再現性を用いて測定することが
可能であった。また，先行研究の多くは非荷重位で測定
しているが，本研究では実際のスポーツ動作により近づ
け足部が接地した肢位で測定を行った。本手法は，スポー
ツ動作中に求められる足関節背屈筋力を反映しており，
かつ高い再現生を有していることから有用性の高い測定
方法であると考えられる。
５）質疑
　他の測定方法と再現性の比較について質問を受けた
が，本研究では実施した手法についてのみ検討を行った
ため，比較したデータは得られていないことを説明した。
しかし，先行研究と比較しても高い再現性が得られたこ
とから，十分に臨床で用いることが可能であると回答し
た。また，本手法が簡便かつ測定環境を問わないことが
高く評価された。
６）発表を終えて
　専門性の高い意見，質疑応答ができ，研究の課題や今
後の方針が明確になった。また，発表以外でも海外の研
究者らと意見交換をすることができ，有意義な機会と
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なった。ECSSの発表領域は非常に多岐に渡っており，
今回のスポル研究の成果においても複数のカテゴリで発
表することができた。次回以降も，定期的に研究成果を
アウトプットする一つの場として検討したい。
４．The study about comparison of physical strength 
and athletic ability of children in Japan snow cold 
region8）
Nagatani M., Yokoyama A., Ide K.
１）目的
　北海道における小学生の体力水準は，全国の下位レベ
ルである。10年あるいは20年前に比較すると，小学生の
体力水準は総じて低下傾向ではあるものの，文部科学省
による平成27年度全国体力・運動能力調査によると9），
北海道男子は44位，女子45位であった。しかしながら，
同じ積雪寒冷地域の秋田県は全国上位に位置し，男子５
位，女子４位であった。そこで，本研究では，同じ積雪
寒冷地域である北海道と秋田県両県を比較し，どのよう
な施策を講じているのかを明らかにすることにより，同
じ積雪寒冷地域における小学生の体力向上要因を探るも
のである10－11）。
２）方法
　本研究では，北海道と秋田県における小学生の体力運
動能力向上に関する施策を比較するため，秋田市の教育
委員会において，インタビュー調査を実施した。調査日
は平成28年１月25日，秋田市教育委員会学校教育課２名
に対して行われ，主に，秋田市の体力運動能力調査結果，
体力向上における政策や取り組み，体力向上の過去と現
在の違い，秋田市の子どもの人数，秋田市食育に関して，
学力と体力の関係について調査した。
３）結果
　秋田県の取り組みの特徴的な対策は，積雪期間中に空
き教室を活用した，朝の始業前に実施している15分間運
動である。長縄跳びをしたり，跳び箱といった，空き教
室でも実施出来る軽運動を毎朝実施していた。始業時間
も北海道よりも30分ほど早く，わずか15分程度ではある
ものの有効活用していることが体力や運動能力の向上に
つながっている可能性が高いことが明らかとなった。
　また，北海道と秋田県では少年団数は北海道が秋田県
より２倍以上であるにもかかわらず，指導者登録者数は
さほど違いはなく，少年団数に対する指導者登録数の割
合は，秋田県の方が高くなっていた。
４）考察
　積雪寒冷地域である北海道と秋田県について，気候（積
雪）による屋外での運動実施が大きく制限がなされる状
況は同様である。秋田県では朝の始業前の時間を有効に
活用し軽運動を実施していることが体力や運動能力の向
上につながっていることが推察されるが，北海道におい
ても朝運動や朝活動の実績や報告は数多い。しかしなが
ら，北海道内あるいは秋田県内においても都市部と地方
部での地域間格差は大きく，通学至便が悪ければ時間を
有効に活用できなくなり，車やバスでの移動となり運動
量も減少すると考えられる。
　今後は，アンケート調査を実施し，生徒自身あるいは
保護者を対象とした，生活環境を含めた調査を実施し，
影響要因をより明らかにしていくものである。
５）質疑
　北海道と秋田県の小学生の具体的な体力運動能力水準
の順位について質問があり，発表ポスター内に詳しく表
記してあったため説明した。また，座長から具体的にど
のような運動が適当と考えるかについて質問があり，室
内運動であるのであくまで軽運動的な運動に限られるこ
と，継続すること，屋外であれば雪搔きといったことも
運動に相当すると回答したものの，積雪寒冷地の状況が
理解されなく，複数のフロア含めた意見交換がなされた。
６）発表を終えて
　ECSSでの発表は初めてであったが，学校における子
どもの体力向上に関する発表は少なかった。諸外国では
学校において体育の授業がないなど習慣や制度の違いが
あるものの，子どもの体力低下は世界的な傾向もあるた
め，研究としてインパクトがあり有効な成果を上げてい
きたいと感じた。
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５．Effects on vertical jump abilities of elementary 
students during programing play in the morning12）
Omiya ,S . ,  Takeda ,  T. ,  Mashiyama,N. ,  Ishi i ,Y . , 
Yamamoto,K., Hareyama, S.
１）目的
　本研究の目的は，朝の運動遊びが児童の垂直跳び能力
に及ぼす影響について明らかにすることであった。
２）方法
　本研究の対象者は小学１年生であり，2013年は28名（男
子：19名，女子９名），2014年は22名（男子10名，女子12名）
であった。朝運動プログラムは，2013年，2014年それぞ
れ５月から12月までに27回，18回実施された。これらの
プログラムは，教員を目指す大学生が児童への指導に当
たった。また，運動遊びのプログラムは体力向上を目的
として作成された。
　垂直跳び能力については，Countermovement jump
（CMJ）と連続５回のリバウンドジャンプ（5RJ）をマッ
トスイッチの上で測定し，運動プログラム前後の５月
と12月に実施した。 CMJと5RJ 能力は，ともに跳躍高，
RJについては接地時間およびRJ-index（= 跳躍高【RJ-
H】接地時間【RJ-CT】）を算出した。 統計処理について
は，５月と12月の測定値を対応のあるT検定を用いて有
意水準はp<0.05未満とした。
３）結果
　2013年において，男子はCMJおよびRJ能力が有意に
向上したが女子は認められなかった。一方，2014年にお
いては男女ともにCMJおよびRJ能力が有意に向上した
ことが認められた。
４）考察
　2013年において男子のCMJおよびRJ能力が向上した
が女子においてはそれが認められなかったことは27回の
運動プログラムにジャンプをする頻度が少なかったこと
が考えられる。
　それに対し2014年は2013年と比較して運動実施回数が
少なかったにも関わらず，男女の能力が向上したことは
接地時間の短い運動遊びが多く含まれていたと考えられ
る。
５）質疑
Ｑ１：なぜ朝（の実施）なのか？
Ａ１：日本の文化として朝の実施もしている学校がある。
（他大学院生回答）
Ｑ２：2013年の児童がなぜ向上しなかったか？遊びが
Hardだったからか？
Ａ２：遊びは楽しく実施しているのできついものではな
い。
６）発表を終えて
　初めて国際学会で発表し，大変緊張していたことや英
語での質問が的確に聞き取れなかった。今後国際学会で
の発表に再チャレンジする機会を設けたい。
Ⅳ．その他の発表
　各自の研究分野で関心のあった研究発表について報告
する。
表２　児童の垂直跳び能力の変化
2013
Boys Girls
May December Diﬀ erence May December Diﬀ erence
CMJ (cm) 18.8±2.7 20.9±3.2 ＊ 18.3±2.6 19.1±2.7
RJ-index (m/sec) 0.96±0.19 1.10±0.25 ＊ 0.96±0.29 0.97±0.26
RJ-H (cm) 14.9±2.6 16.7±3.1 ＊ 15.1±2.9 14.8±2.3
RJ-CT (sec) 0.16±0.02 0.15±0.02 0.16±0.03 0.16±0.03
2014
Boys Girls
May December Diﬀ erence May December Diﬀ erence
CMJ (cm) 19.4±2.7 23.0±4.9 ＊ 17.3±2.5 20.6±3.5 ＊
RJ-index (m/sec) 0.77±0.22 1.04±0.21 ＊ 0.84±0.24 1.12±0.15 ＊
RJ-H (cm) 13.2±3.5 15.1±2.5 14.2±1.9 16.5±2.6 ＊
RJ-CT (sec) 0.18±0.03 0.15±0.01 ＊ 0.18±0.04 0.15±0.01 ＊
 *p<0.05
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１．The Sequence of injury prevention within an 
international sport federation-Elite Alpine ski racing as 
an example13），14），15）
Steenstrup S.,13）Kroll J.,14） Sporri J.I15）．
Invited symposia IS-BN08
　本シンポジウムは，スキーのバイオメカニクスに関す
る第一人者であるエリック・ミューラー氏が企画したも
ので，国際スキー連盟における障害予防のための取り組
みについて紹介・討議するものであった。
　Steenstrup氏は2006年～2012年までの国際スキー連
盟におけるワールドカップにおける障害報告システムに
ついて報告した。このシステムは2006シーズンにオスロ
スポーツ障害調査センターが確立したもので，ワール
カップに参加する選手の障害調査を行うものであり，こ
れによりいつ，どのような障害が発生し，どのような傾
向があるかを明らかにすることができる。障害調査の結
果は予想していたものよりも多く，障害部位では膝が全
体の50％と最も多かった。男子は女子よりも障害の発生
率は高かったが，膝・前十字靭帯の発生率には男女間に
差はなかった。種目別でみると最も発生率が高かったの
がダウンヒルであり（17.2/1000％），次いでスーパー G
（11.0/1000％），大回転（9.2/1000％），回転（4.9/1000％）
であった。この結果は滑走スピードの高い順であった。
　Kroll氏は障害を予防するためにアルペンレースにお
ける膝の障害の測定に基づく用具規制ルールについて発
表した。先行研究により膝の障害の発生が高いことが明
らかとなり，その発生は，転倒によるものではなく，滑
走中に回転が継続されている際に発生していることが明
らかになった。それはカービングスキーと呼ばれるス
キーのサイドカットの半径が小さく，高速で小さなター
ンを描くことのできるスキーに原因がある。「キャッチ
ザエッジ」と呼ばれるスキーの角付けが過度になり，雪
に付きささり，その衝撃で膝や前十字靭帯を損傷すると
うメカニズムが多いことが明らかになった。したがっ
て，国際スキー連盟では，障害を予防するためにサイド
カットを弱めたスキーをルールとして2015シーズンより
位置づけた。これにより滑走の積極性が薄れるため観客
にとっては，「面白さ」は減少することになるが選手の
安全性を優先した対応をした。
２．BIOMECHANICAL AND PHYSIOLOGICAL 
ASPECT OF INCLINED WALKING
Minetti,A.,16） Albracht,K.,17） Schwameder,H.18）
Invited symposia IS-BN09
　当該セッションは，イタリア，ドイツ，オーストリア
の研究者による坂道歩行を対象としたバイオメカニクス
的分析に関する招待講演であった。アルプス登山が盛ん
な国柄をあらわすテーマであった。Minetti氏による講
演では，ポールの有無によるバイオメカニクス的，生理
学的な違いを示し，平坦路や下り坂では，通常歩行に比
べて，ポールウォーキングの方が，エネルギー代謝率が
高くなることなどを報告した。その他，スキップ動作
や免荷された状態での歩行分析など，様々な歩行スタ
イルにおける分析結果を分かりやすく報告されていた。
Albracht氏による講演では，上り坂歩行中における筋
腱の相互作用に関する内容であった。腱のメカニカル特
性が筋腱複合体の総合的な機能に影響を及ぼす等のメカ
ニズムを分かりやすく解説されていた。Schwameder氏
は，坂道歩行中における，関節や筋への負担について講
演した。任意の傾斜角を設定できる実験系を構築し，傾
斜角の違いによる負担の増加量を分析するなど，大変興
味深い内容であった。
３．Risks & Injury: Screening, Prevention & Treatment 
・CONTEMPORARY MODELS OF PRE-EXERCISE 
SCREENING AND RISK STRATIFICATION. 19）
NORTON, L., NORTON, K. 
・INJURY TRENDS AT A SELECTIVE-ENTRY 
YOUTH SPORTS ACADEMY: IMPLICATIONS FOR 
LOAD MONITORING AND PROGRAM DESIGN FOR 
STUDENT-ATHLETES. PANE, C. 20）
・PREDICTION OF KNEE VALGUS MOMENT 
DURING A HOP-AND-SIDESTEP TEST SIMULATED 
SIDESTEP CUTTING IN RUGBY PLAYERS.ITO, W. 21）
OP-PM62
　本セッションでは，ACL損傷の危険因子の解明およ
び予防がテーマであり，スキーやラグビーなどの様々な
競技における疫学データ，取り組みが報告された。スキー
（アルペン）に関する発表では，ヨーロッパにおける各
大会のACL損傷発生率が報告された他，受傷時の映像
も多く供覧された。しかしながら，具体的な予防対策に
関する情報量が乏しかったため，今後の報告が期待され
る。また，ラグビーに関する発表では，カッティング動
作時のバイオメカニクス的検討が報告され，カッティン
グ方向が膝関節に与える影響の特徴的データが提示され
た。これらのデータは予防について具体的な対策を講じ
る基礎データとなるだけでなく，研究手法自体も非常に
参考になる点が多く，スポル研究にも応用可能な視点を
得ることができた。
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４．; Crossing cultures and nations -interculturality 
and transnational mobility as challenges for sport and 
sport science
Grimminger, E., Nauright,J.22）
PLENARY SESSION Ⅳ PS-PL04
　本セッションは，ドイツの研究者Grimmingerによ
る，社会の変化に伴うスポーツの異文化性について基
本的な理論と実証結果から，また，アメリカの研究者
Naurightによる，グローバルスポーツの境界線につい
て未来に継続可能な創造性からそれぞれ発表があった。
Grimmingerは，スポーツは統合を醸成するものとして，
特にヨーロッパの移住者に着目しその結果が発表され
た。しかしながら，スポーツは統合を醸成することはわ
ずかである。祖国の伝統であったり，格式であったり重
んじるものであり，より醸成させるためには，社会変化
や移住者を支える組織の必要性を問うていた。Nauright
は，FIFA危機，CSR等のルーツ，IOCやWADA問題
など近年の話題を中心にした発表であった。こうした話
題は，各スポーツ競技や選手を通じて社会の声を代弁し
ていたり，社会正義を翻訳していると述べていた。つま
り，スポーツは本来ルールに則って行われるものであり
ながら，そうしたことを統括する団体などでの不正や問
題を起こしている。まさに正されるべきことであり，グ
ローバルスポーツはそうした重要性を担っているという
ものであった。日本国内においても，プロスポーツのみ
ならず，リーグの統合や不正や問題は多々生じている。
グローバルスポーツに関わらず，スポーツ組織のあり方
を再認識させられるものであり，グローバルスポーツ，
トップスポーツを創造していくためにマネジメントの重
要性を痛感した。
５．BIOMECHANICS: MUSCLE & TENDON 
Referred versus non-preferred leg differences in 
medial gastrocnemius fascicle length are not greater 
in high- and long-jump athletes as compared to control 
subjects.
Aeles,J., Lenchants.S., Vanlimmel,L.23）
[OP-BN21]  Vaniwanseele,B.
　走高跳および走幅跳選手は，一般人と比較して利き脚
と非利き脚では腓腹筋内側頭の筋線維長に差があると考
えられていたが，差が認められなかったという発表で
あった。この結果において，長期間にわたってトレーニ
ングや試合において利き脚には負荷がかかっているた
め，形態特性に変化を及ぼすのではないかと考えられた
が，見解が異なった。しかしながら，羽状角や腱スティ
フネスの違いがある可能性の示唆をしていた。一方，跳
躍選手は一般人と比較して筋線維長は有意に長かったと
いう報告であった。このような発表はこれまでの短距離
選手の筋腱複合体の特徴などを示した論文と合わせると
今後の研究に大変興味を持った。
Ⅳ．おわりに
　ECSSに初めて参加した。国際的に活躍する研究者の発
表が聞けて非常に有益であった。また他国の研究者と交
流することもできた。しかし，大会規模が大き過ぎ，自身
の研究を関連する発表を発見することや，興味のある研究
などが重複し，どちらかを聴講することができないという
難しさも生じた。事前にアブストラクトをしっかりと確認
し，聴講計画を立案して参加する必要性がある。
　今回の参加した経験を次に生かしていきたい。
付　記
　本研究は，平成27・28年度北方圏生涯スポーツ研究セ
ンター・センター選定事業として実施された。
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